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「
北
運
河
」
と
呼
ば
れ
る

小
樽
運
河
の
手
宮
寄
り
の

エ
リ
ア
は
、
中
心
部
と
比

べ
て
観
光
客
が
少
な
い
ぶ

ん
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
異
彩
を
放
っ
て
い

る
の
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
４
階
建
て
、
北
海
製

罐
が
所
有
す
る
「
第
三
倉

庫
」
だ
。
石
畳
の
遊
歩
道

か
ら
望
む
シ
ル
エ
ッ
ト
は

美
し
く
、
多
く
の
画
家
に

描
か
れ
て
き
た
。
天
気
の

い
い
日
に
は
、
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
広
げ
る
市
民
も

少
な
く
な
い
。

　

本
題
に
入
る
前
に
、
ま

ず
は
倉
庫
の
歴
史
を
簡
単

に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

北
海
製
罐
は
今
年
10
月
、

創
業
１
０
０
年
の
節
目
を

迎
え
る
。
同
社
の
前
身
は
、

１
９
０
６
（
明
治
39
）
年

に
堤
清
六
と
平
塚
常
次
郎

が
新
潟
で
興
し
た
「
堤
商

会
」
だ
。
そ
の
歩
み
を
紹

介
す
る
だ
け
で
も
壮
大
な

物
語
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、

「
第
三
倉
庫
」
は
会
社
設

立
（
１
９
２
１
年
）
の
３

年
後
の
１
９
２
４
（
大
正

13
）
年
に
竣
工
し
た
。
運

河
の
完
成
が
１
９
２
３
年

だ
か
ら
、
両
者
は
ほ
ぼ
歴

史
を
共
に
し
て
き
た
と
い

っ
て
い
い
。

　

建
坪
５
４
９
坪
（
延
べ

２
１
９
６
坪
）。
貯
蔵
能

力
は
第
一
・
第
二
倉
庫
を

凌
ぐ
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の

最
先
端
技
術
を
施
し
た
近

代
的
な
建
物
で
あ
り
、
運

河
に
係
留
さ
れ
た
艀
へ
製

品
を
下
ろ
す
た
め
の
ス
パ

イ
ラ
ル
シ
ュ
ー
ト
が
注
目

を
集
め
た
。
残
念
な
が
ら

筆
者
は
稼
動
時
を
知
ら
な

い
が
、
螺
旋
状
の
ス
ロ
ー

プ
を
通
り
、
上
階
か
ら
製

品
が
ク
ル
ク
ル
と
回
り
な

が
ら
滑
落
す
る
シ
ー
ン
は

倉
庫
の
名
物
と
な
っ
て
い

た
。

　

ま
た
、
１
９
２
８
（
昭

和
３
）
年
の
８
月
に
は
、

倉
庫
屋
上
か
ら
海
上
ま
で

22
㍍
も
の
ダ
イ
ブ
を
決
行

し
た
男
性
が
話
題
を
さ
ら

っ
た
。
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
は
、
日
本
水
泳
連

盟
公
認
の
向
井
流
水
法
会

会
員
で
、
小
樽
市
在
住
の

札
場
喜
代
造
氏
。
距
離

が
足
り
ず
倉
庫
前
の
地
面

に
墜
死
す
る
危
険
も
あ
り
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
固
唾

を
呑
ん
で
見
守
っ
た
と
い

う
。

小
樽
運
河
と
歴
史
を
共
に

小
樽
で
１
０
０
年
の
恩
義

　

北
運
河
の
海
側
は
、
そ

の
大
部
分
を
北
海
製
罐
の

関
連
施
設
が
占
め
て
い
る
。

「
第
三
倉
庫
」
以
外
の
工

場
棟
や
事
務
所
棟
な
ど
も

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年

に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
２
０
１
２
（
平
成

24
）
年
に
小
樽
市
指
定
歴

史
的
建
造
物
に
登
録
さ
れ

た
。
レ
ト
ロ
で
重
厚
な
建

物
が
並
ぶ
さ
ま
は
圧
巻
だ
。

小
樽
工
場
長
の
渡
部
一
雄

氏
に
話
を
う
か
が
っ
た
。

 

「
す
で
に
倉
庫
と
し
て
は

活
用
し
て
お
ら
ず
、
４
～

５
年
前
か
ら
は
外
壁
の
崩

落
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
現
在
は
ネ
ッ

ト
で
保
護
し
て
い
ま
す
。

　

小
樽
運
河
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き
歴
史
的
建

造
物
で
あ
る
北
海
製
罐
「
第
三
倉
庫
」
の
保
存
へ
向
け
て
、

官
民
一
体
に
よ
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
当
初
、
会

社
側
は
老
朽
化
を
理
由
に
解
体
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

た
が
、
倉
庫
に
寄
せ
る
市
民
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
受
け
、

今
秋
、
市
に
寄
贈
し
た
う
え
、
商
工
会
議
所
な
ど
が
中
心

と
な
り
利
活
用
の
道
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

も
の
。
小
樽
市
で
は
７
月
に
「
北
海
道
の
『
心
臓
』
と

呼
ば
れ
た
ま
ち
小
樽
」
が
日
本
遺
産
候
補
に
認
定
さ
れ

た
が
、
倉
庫
が
あ
る
北
運
河
地
区
の
再
開
発
計
画
と
も

リ
ン
ク
さ
せ
、
魅
力
的
な
観
光
ゾ
ー
ン
の
形
成
を
目
指

す
考
え
だ
。　
　
　
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
内
海　

達
志
）

空缶の積み出し風景。舟に荷が積まれ▶
ているのがみえる（提供・北海製罐）

▲昭和 29 年頃の風景（提供・北海製罐）

北海製罐「第 三
倉庫」の未来 図

オール小樽で有効活用を 模索特
集

◀︎「第三倉庫」の海側部分
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